
  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                       

 

1. 内容 

希釈済み PIN Cocktail (p63+AMACR)  抗体 7 mL (1本)  

 

PIN Cocktail抗体は一般的な前立腺がんと非がん腺管を判別する際に便利な抗体を混合したカクテル抗体で

す．また，前がん病変の PIN（prostatic intraepithelial neoplasia）の判断の助けにもなります．  

 

2. 使用目的 

AMACR (α-methylacyl - CoA racemase) (別名 p504S) は胆汁酸生合成や分岐鎖脂肪酸のβ酸化を主

たる機能とするタンパク質ですが，比較的多種の癌において発現が知られており，特に前立腺癌では，癌にな

ると高頻度に AMACR を発現することが分かっています．AMACR は前立腺癌のみならず，前癌病変である

高度な PIN (high-grade prostatic intraepithelial neoplasia) にも高率に発現します．それに対し，正常前立

腺や前立腺肥大症には発現していないのが通常です． 

抗 AMACR 抗体は，基底細胞を示す p63 や Ck34βE12 などの染色マーカーとの組み合わせにより，前

立腺癌の鑑別に有用です．中でも，p63 は核に陽性を示す抗体であり，混合したカクテル抗体としての使用が

可能であり，染色コストや薄切の手間を省略することが出来ます．前立腺がんは，細胞異型や構造異型が他

の癌腫と比較して弱い傾向を示し，時に診断に苦慮したり，小さな病変が見逃されたりする可能性が有りま

す． 

本製品は，前立腺針生検など，小さい検体で，診断に苦慮する前立腺がんや前癌病変の PIN のスクリーニ

ングや，判断の手助けとして有用な，ready-to-useの希釈済カクテル抗体です． 
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3. PIN Cocktailを使用した染色方法(例) 

1. 脱パラフィン操作 

2. 加熱による抗原賦活法 

   予めウオーターバスで 95度に加温した抗原賦活液 (1mM EDTA溶液 pH8.0 – 10.0)に，脱パラフィン

した標本を浸して，40分間処理 

   ウオーターバスから標本の入った容器を室温で放熱(20分間) 

3. 流水にて軽くすすぎ，蒸留水で水洗 

4. 洗浄バッファーに標本を浸す．(5分間) 

操作(4)以降は，内因性ペルオキシダーゼ処理をしてから， PIN Cocktail 抗体をそのまま滴下して室温で 30

分間反応させます． Cocktail抗体反応の後は，マウスイムノグロブリンとウサギイムノグロブリンの両者に反応

するポリマー試薬，もしくは ABC/LsAB 試薬によって検出を行います． また，肺癌組織には内因性ビオチンが

多数存在する場合があります．ABC/LsAB試薬による検出の際には，予め内因性ビオチンをブロックしてから陽

性・陰性反応の検出を実施して下さい． 

 

4. 判定法 

(1) PIN Cocktail 抗体による染色性を検鏡して，腫瘍が疑われる腺管の 10%以上の細胞質に陽性を認める

場合，AMACR陽性と判定します． 癌腫もしくは PINが強く疑われます． 

その際，p63に染色される核陽性像が共存しない場合，癌である可能性が高いと判断します． 

同様に細胞質に染色される腺管の基底部にp63の陽性像を認める場合は，基底細胞が存在する（つまり２

相性が存在する）として，癌と判断しないことが通常です．ただし，治療後の腺管などで，上皮内の進展をし

めす癌腫には p63の陽性像が観察される可能性があります． 

基底細胞と思われる上皮細胞の核に p63 陽性が観察され，腺上皮と思われる細胞の細胞質に染色が観

察されない場合，この染色パターンは，良性を強く示唆する所見です．なお，基底細胞と思われる細胞の核

に p63が確認され，細胞質に AMACR を認める場合は，PINである可能性が示唆される所見です． 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

     図－1： p63陽性の非がん前立腺管（左）と AMACR陽性の癌腫（右）            

5. 貯法 

貯蔵：2~8℃で保存ください． 
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